
１. テレガイド　☎0172-43-0730
　自動音声案内により、24 時間以内の放
送内容を新しい順に聞くことができます。
※ご利用の際は通話料金が発生します。

２.防災ツイッター
　市ホームページのトップページ上のツイッターより、
防災行政無線による放送内容を確認できます。 
※ご利用の際は、携帯電話・スマートフォンのパケット
　通信料が発生します。

３. 防災情報メール
　あらかじめアドレス登録しておくことで、防災行政無線
による放送内容を受け取ることができます。
　市外にいても情報が届くので、有効に活用してください。
※本サービスの登録料は無料です。ただし、ご利用の際は
　携帯電話・スマートフォンのパケット通信料が発生し
　ます。

【利用上の注意】
・情報は随時（不定期）配信させていただきます。
・本サービスによるメール配信は「情報送信」のみです。
　配信されたメールへの返信はできません。
・メールはネットワークの混雑状況や通信インフラの状
　況により、遅延や受信できない場合がありますので、 
　あらかじめご了承ください。
・登録された個人情報は、本メールの目的以外に使用す
　ることはありません。 

問合せ：総務課　消防防災係　☎44-1111（内線1354）問合せ：総務課　消防防災係　☎44-1111（内線1354）

日頃からチェックを！
　防災情報の確認方法

　 市では、平成 27 年４月より防災行政無線の本格運用を開始し、地震・台風・ 豪雨・噴火などの災害時
または災害の恐れがある場合に、市内 112 か所の屋外 拡声子局（スピーカー）より、住民や一時滞在者
に対し緊急情報を一斉放送し、注意喚起などを行っています。 
 　この音声放送を聞き漏らしたり、よく聞こえなかった場合、次の方法で確認できますのでご利用くだ
さい。
　なお、町会などが防災行政無線を利用し、放送マイクより行った地域放送については、次の方法で確認で
きません。直接、町会などの放送者へご確認をお願いします。  

①空メールの送信
　携帯電話・パソコンから、http://bousai.city.hi
rakawa.lg.jp/RabbitMobile/Top/Top（メール配信
サービス）へアクセスし、【新規登録】から空メ
ール（件名・本文に文字を入力しないメール）を
送信してください。QRコード対応携帯電話の方
は、右のQRコードを読み取る
ことでアクセスできます。
※本フォームからは、「登録内容
　変更」「配信停止」の手続きも
　行えます。
　
②登録用返信メールの受信
　登録のご案内メールが届きます。メール到着後
24 時間以内に、返信メール本文中に記載された
URL に接続してください。
※迷惑メール対策などで受信拒否設定をしている
　場合、ご案内メールが届かない可能性がありま
　す。「bousai7@city.hirakawa.lg.jp」からのメール
　を受信できるよう、設定の変更をお願いします。
　
③本登録
　新規登録フォームが表示されたら、画面の指示
に従い、●登録欄の「個人パスワード」を設定し
「地区区分」を選択し、「送信する」を押してくだ
さい。確認画面が表示されますので、間違いがな
ければ「送信する」を押して登録完了です。

防災情報メール登録方法

check!

広報有料広告 ※広告の掲載については、総務課広報広聴係までお問い合わせください。

事務・生産事務員急募！！
正社員（尾上工場）

●事務員1名　●生産事務員１名

その他募集（尾上・藤崎工場）
●正社員:ソーイングオペレータ・・・・・・・・若干名

●まとめ内職（集配は弊社で致します）・・・・・若干名

●ミシン内職（集配に関しては要相談）・・・・・若干名

（株）ベイシックサンミッシェルトキワ

尾上工場：平川市日沼高田104-9　TEL0172-57-4683　担当：佐々木　敏明

藤崎工場：藤崎町字西村井67-1　TEL0172-75-2800　 担当：今　崇行
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問合せ：総務課　広報広聴係　☎44-1111（内線1353 ）

平川市シティプロモーション

　市では、市への愛着や誇りを高めるとともに、市のイメージや知名度を向上させるため、本年10月に「平川市シティ
プロモーション推進方針」を策定し、シティプロモーション用のキャッチフレーズとロゴマークを作成しました。
　このロゴマークはどなたでも使用することができます。市民の皆さんのアイデアで様々な場面で活用し、平川市をＰＲ
していただきたいと思います！
※ロゴマークのデータや使用時の注意点など、詳細は市ホームページをご覧ください。また、「時と水  ゆったり流れる  
　平川市」のキャッチフレーズも引き続き活用していきます。

　平川市には、市内外に自慢できる多くの魅力や地域資源がありま
す。平川市といえば “これ” という特定のものではなく、“住むなら、
やっぱりここだね” “美味しいものを食べるなら、やっぱりここだね”
など様々な言葉とつなぎ合わせることができる魅力あふれるまちで
あるということを表現しました。
　また、市内には多くの歴史、文化を感じることができる地域資源
があるため、副題を「NOSTALGIC CITY HIRAKAWA」としました。

キャッチフレーズ

ロゴマーク１
　市の花鳥木である、「りんごの花」「うぐいす」「くろまつ」を短冊
模様にあしらい、平川市の「川」に見えるようデザインしました。

ロゴマーク２
　花鳥木のほかに、ねぷたや盛美園のシルエットをかたどり、和の
イメージでデザインしました。メインカラーには、平賀地域の「新
屋温泉」、尾上地域の「盛美園」、碇ヶ関地域の「たけのこ」という
ように市内３地域に共通するイメージカラーである「ひらかわグリ
ーン」を採用しました。また、様々な媒体で使いやすいように、背
景色を自由に変更して使うことができるようにしました。 

ロゴマーク

ロゴマーク１ ロゴマーク２

キャッチフレーズ と ロゴマーク を 作成しました！

秋の叙勲・褒章
危険業務従事者叙勲
　平成29年秋の叙勲・褒章・危険業務従事者
叙勲が発表されました。
　当市においても長年の功績が認められ、受章
された方がおりますので、ご紹介します。

瑞宝単光章
消防功労（危険業務従事者叙勲）

齋藤　満郎 さん
苗生松地区　70歳

　昭和48年から平賀・尾上地区消防事務組合に勤務し、平川市消防本部次長
として退職するまで35年間にわたり、消防行政に従事されました。
　「職場の先輩、同僚、部下に恵まれたほか、家族のサポートがあり受章で
きた。勤務経験の中では、昭和54年の県消防訓練礼式大会で指導員として参
加した尾上町消防団が3か月間の練習の甲斐あって優勝したことが感慨深か
った。今後は、自分の経験や知識を後輩に伝えていきたい」と話されました。

　また、警察功労（危険業務従事者叙勲）で太田彰夫
さん(館山・松崎)が瑞宝双光章を受章されています。

広報有料広告 ※広告の掲載については、総務課広報広聴係までお問い合わせください。
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